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要 旨

個人適応型情報提供支援システム

間城 昌厚

インターネットの普及に伴い，ネットワーク上には大量の情報が蓄積されている．そのた

め，ユーザが必要とする情報を捜し出すことが困難になりつつある．現在，ユーザの求める

情報を簡易に捜し出すための技術が開発されている．しかし，検索結果の信用性やコンテン

ツへの到達時間，利用環境の制約などの問題点が解決されていない．従って，環境に依存す

ることなく，利用者が必要とする情報を適切に抽出し，提供する技術の開発が望まれている．

本稿では，多種多様な環境下におけるユーザに対して満足のゆく最適なプロファイル項目

を抽出しとフィルタリング技術を確立することを目的とする．

まず，プロファイル項目をリアルタイムに変化しない住所や趣味，情報内容などを静的プ

ロファイルとし，どのコンテンツが選択されるかというアクセス履歴など，確率的に変動す

る情報を動的プロファイルとした．そして，フィルタリングを行う際の基盤となる実験環境

の構築を行った．

キーワード フィルタリング，静的プロファイル，動的プロファイル
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Abstract

Personalized Infomation Navigator

Masaatsu MASHIRO

As the Internet is popularized, a large quantity of information goes onto the network.

Therefore, it can’t get the information which a user is necessary for. The information

which a user looks for is looked for simply at present technology. But, there are reliability

of the reference result, arrival time to the information, a problem such as the restriction

of the use environment. Therefore, the way of solving it toward them is being looked

for.

In this paper The professional most suitable file item which it is satisfied with to-

ward the user in the bottom of the various environments is extracted, and it aims at

establishing filter ring technology .

First, a professional file is divided into the professional dynamic file with the pro-

fessional file whose it is static. Then, building of the experiment environment which

becomes a base to do a filter ring was done.

key words Filtering,Static Profile,Dynamic Profile
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第 1章

はじめに

1.1 情報収集の現状

近年，インターネットの急激な普及にともないWorld Wide Web(WWW)上には，様々

な情報が流出している．したがって，ブラウジングのみで，各ユーザが求めるコンテンツに

たどり着くことは非常に困難である．現在では，このような問題を解決する様々な情報収集

方法が開発されている．本章では，従来の情報収集方法をふまえたうえ，今後，要求される

技術について考察する．

1.2 情報検索システム

情報検索とは，検索式の修正と検索結果に対するフィードバックの 繰り返しによりユー

ザの求めるデータを特定していく情報収集法である．ユーザは求めるデータを表す検索式を

立て，データベースに問い合わせる．データベースは検索式に合うデータをユーザに返戻

する．ユーザは送られてきたデータ (検索結果) を評価する．ユーザの要求を満たす場合，

ユーザは検索を終了する．検索結果がユーザの要求を満たさない場合，検索式を修正した

り， 検索結果の中から要求に近いデータを特定し (フィードバック)， 再びデータベースに

問い合わせる．情報検索は以上の繰り返しによりユーザの求めるデータを特定していく情報

収集法である．

情報検索において，個々の検索過程及びユーザは独立である． このため，同じ関心を持つ

ユーザは互いに情報交換あるいは情報共有できない． 効率的な検索は検索者個人の知識と
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1.3 情報フィルタリング

熟練に委ねられている．

 コンテンツ閲覧者

1．キーワードの入力

2．検索結果のコンテンツを配信

3．しぼり込み検索

4．検索結果のコンテンツを配信

5．コンテンツ閲覧者は更にしぼり込み，
     サーバは，結果が得られるまで検索 

サーバ

図 1.1 情報検索システム

1.3 情報フィルタリング

情報フィルタリングは，大量の情報の中から利用者が必要とする情報を，システムが自動

的に，または必要に応じて利用者との対話を用いて取捨選択する技術である．情報フィルタ

リングの概要は次のとおりである．

• 利用者は必要に応じて，要求する情報に関する趣向をプロファイルとして事前に記述し
ておく ．

• システムは，利用者に対話的にキーワードなどを含む検索式を入力してもらうことによ
り，プロファイルと検索式に適合するデータを利用者に提供する．
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1.4 協調フィルタリング

 コンテンツ閲覧者

1. 事前に趣向を記述 

プロファイル

2．検索式を入力

3．プロファイル項目
      と検索式の比較

4．一致したものを提供

図 1.2 情報フィルタリングモデル

1.4 協調フィルタリング

協調フィルタリングは，推薦システムとも呼ばれ，文献の内容には関わらず，文献に対し

て他者から与えられた評価に着目した手法である．典型的には，各利用者に対し，似た興味

を持つ他の利用者から与えられた評価を得ている文献の推薦が，フィルタリングと見なされ

ている．協調フィルタリングは，コミュニティ内における利用者間の協調活動を利用してお

り，言い替えると他者の知識を用いた情報収集手法である．

協調フィルタリングは，他の利用者に対する評価に基づくため，既に高い評価を得ている

文献の入手には適している．また，索引づけが不要であるため，索引語の付与が特に困難な

文献 (画像や映像)の収集には，内容に基づくフィルタリングに対して圧倒的に優る．反面，

他の利用者の評価を待たなくてはならないので，文献がフィルタリング可能になるまでの時

間がかかる．更に，文献の意味内容は保証されない．
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1.5 ブックマークエージェント [2]

プロファイル

 コンテンツ閲覧者C

 コンテンツ閲覧者A

 コンテンツ閲覧者B

プロファイル

プロファイル

●
●

●
●

●
●

●
●

1．プロファイル項目を共有し，
高い評価のコンテンツを順に並べる

サーバ
2．サーバは，その結果を蓄積

3．コンテンツ閲覧者に，高い評価のコンテンツを配信

図 1.3 協調フィルタリングモデル

1.5 ブックマークエージェント [2]

ブックマークエージェントは, ユーザの明示的要求を必要とせずに, ユーザの欲する URL

情報を提示できる. また, ユーザは, ブックマークエージェントに, 明示的にキーワードを提

示することも可能である. ここで, 留意して欲しいことは, ブックマークエージェントが類

似ぺージを検索する範囲は, 興味がある程度共通していると想定される小規模なグループの

ユーザのブック・マークに限定されていることである. このことは, あるキーワードによる

検索において, 共通の興味という文脈を利用した, 紋り込みが行われていることを意味し, 一

般の検索エンジンよりも効果的な情報フィルタリングが期待できる. また,この分野の先行

研究では, ユーザが次にたどるであろうぺージに対する予測の学習に主眼が置かれているが,

この研究では, グループ間の情報共有に主眼を置いている.

グループ間で情報を共有するとともに，情報検索を行うシステムで，特定のグループ間で

は，URL の共有ができるので効率がよい．しかし，不特定のグループ間では，興味の領域

が一致しないので，汎用性に乏しい．
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1.5 ブックマークエージェント [2]

ブックマークエージェントのシステム構成図は，1.4に示す．

コンピュータ

他のエージェント

ブックマーク
エージェント

ブックマーク

キーワード
データベース

ユーザ

URLの登録

キーワード
抽出

現在見ているページ
キーワード

エージェント間通信

類似ページのURL

図 1.4 ブックマークエージェントのシステム構成

以上のように，従来の技術では，検索結果の信用性や，コンテンツへの到達時間，利用環

境の制約などの問題点が解決されないままである．よって，環境に依存することなく，利用

者が必要とする情報を適切に抽出し，提供する技術の開発が望まれている．
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第 2章

研究内容

2.1 研究内容

本研究では，従来技術の問題点を解決するためにでは成し得なかった，多種多様なユーザ

に対して満足のゆくフィルタリング技術を確立することを目的とし，その基盤となる実験環

境の構築を行うことにする．

2.2 研究項目

1. プロフィルの初期設定

2. 実験環境の構築

3. 静的フィルタリングの作成
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第 3章

プロファイルの初期設定

多種多様なユーザとコンテンツを的確に結ぶ方式を開発するにあたり，フィルタリング処

理のアルゴリズムを決定する前に，個人が持つプロファイルとコンテンツが持つプロファイ

ルにどういったものを用意しなければならないかを考察した．

利用者の立場になりユーザプロファイルの作成を進めなければならない．よって，ユーザ

の一般的な生活状態について調べる必要がある．今回は，総務省 統計局 統計センターの調

査を利用することにした．

総務省の調べによると国民のライフスタイルは，年齢，性別，休暇日などによってそれぞ

れのライフスタイルが異なるがわかった．このことにより，インターネット上でも，各々の

ライフスタイルにあわせたコンテンツ要求が考えられる．そこで，ユーザプロファイルで

は，統計データを参考にして，ユーザ IDの他に，年齢，性別，出身地，現住所，趣味，不得

意分野，休暇日，家族構成に分けることとした．

次に，各ユーザの求めるコンテンツプロファイルについて考察した．コンテンツプロファ

イルには，先程の，ユーザプロファイルに対応するプロファイルを作成しなければならな

い．今回，初期設定コンテンツプロファイルには，コンテンツ ID，コンテンツ登録者の ID，

コンテンツカテゴリ，コンテンツカテゴリ ID，タイトル，コンテンツの対象年齢，コンテ

ンツの評価，情報内容，ホームページアドレス，予想検索キーワード，コンテンツ内容の関

連地域を設けることにした．

しかし，今後このプロファイルを使用して，フィルタリングを続けてゆくとなると単純な

年齢層，性別などによる統計的なフィルタリング結果になることは明らかである．このこと

は，各利用者にあわせたシステムの構築がなされない，という問題点ができる．
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故に，今回，利用者がどのコンテンツを選択するかというアクセス履歴など，確率的に変

動する情報を動的プロファイルとして，一人一人のユーザに合わせたフィルタリングを行う

ことを考案した．

動的プロファイルの初期設定は，ユーザ側が，ユーザ自身のコンテンツアクセス履歴，コ

ンテンツ側は，コンテンツに対する様々なユーザコンテンツアクセス履歴とユーザからのコ

ンテンツ評価とした．

それぞれの静的プロファイルと動的プロファイルについて表を 3.1，3.2，3.3，3.4，示す．

– 8 –



3.1 ユーザプロファイル

3.1 ユーザプロファイル

3.1.1 静的ユーザプロファイル

表 3.1 静的ユーザプロファイル

プロファイル項目 利用方法

ユーザ ID…例 (6桁の数値) ユーザ確認と DBの検索に使用

年齢 (生年月日 20010101)…

8桁の数値

ユーザのコンテンツ利用に対する参考，今後のフィルタリン

グに参考

性別…例 (男＝ 1,女＝ 2) 同上

出身地…郵便番号 (7桁) 動的コンテンツプロファイルのコンテンツ内容の関連地域と

フィルタリング

現住所…郵便番号 (7桁) 同上

趣味 1… 例 (スポーツ) 選択方式で, 静的コンテンツプロファイルの情報内容との

フィルタリング

不得意分野… 例 (経済) 選択方式で, 静的コンテンツプロファイルの情報内容との

フィルタリング

休暇日… 例 (曜日を選択) 選択内容を動的プロファイルの更新とともに使用

家族構成… 例 (子どもが何人

いるかなどを選択)

動的プロファイルの更新とともに使用
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3.1 ユーザプロファイル

3.1.2 動的ユーザプロファイル

表 3.2 動的ユーザプロファイル

プロファイル項目 利用方法

ユーザ ID (静的ユーザプロ

ファイルのユーザ ID と同じ

内容)

ユーザ IDの確認と DBの検索に使用

コンテンツアクセス履歴 各ユーザのコンテンツアクセス履歴を用いてコンテンツの人

気度をはかる
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3.2 コンテンツプロファイル

3.2 コンテンツプロファイル

3.2.1 静的コンテンツプロファイル

表 3.3 静的コンテンツプロファイル

プロファイル項目 利用方法

コンテンツ ID… 例 (11桁の

数値)

コンテンツの確認と DBの検索に使用

コンテンツ作成者の ID 動的プロファイルのコンテンツ評価ポイントとフィルタリン

グを行いランキング機能に使用する

タイトル 静的ユーザプロファイルの趣味とでフィルタリング

情報内容 静的ユーザプロファイルの趣味とでフィルタリング

ホームページのアドレス コンテンツ閲覧の際に表示，作成者名との照合

予想検索キーワード 検索機能の際にユーザからのキーワードと照合

コンテンツ内容の関連地域 静的ユーザプロファイルの出身地，現住所とでフィルタリン

グ
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3.2 コンテンツプロファイル

3.2.2 動的コンテンツプロファイル

表 3.4 動的コンテンツプロファイル

プロファイル項目 利用方法

コンテンツ ID(静的コンテン

ツプロファイルのコンテンツ

IDと同じ内容)

コンテンツの確認と DB検索に使用

コンテンツアクセス履歴 コンテンツのアクセス履歴を用いてコンテンツの利用度の多

い順に配信するようににする

コンテンツ評価 (この項目

は，コンテンツの閲覧の際に

別ウィンドで評価されている

形にしたい)

コンテンツ利用の最後にコンテンツの評価を入力してもらい

コンテンツの人気度の順に配信する
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第 4章

静的フィルタリング

4.1 フィルタリング

今回考案する．フィルタリング機能は，以下の通りである．

1. ユーザが，ユーザ ID を入力するとユーザプロファイル中のユーザ ID と一致する項目

の趣味 IDを取り出す．

次に，趣味 IDをより，コンテンツカテゴリのコンテンツカテゴリ IDを検索する．

最後に，コンテンツテーブルと一致する，「コンテンツ項目」をユーザに返す．

結果の表示は，以下の通りである．

• ユーザ ID

• ユーザ名
• コンテンツタイトル
• コンテンツ情報内容
• ホームページアドレス

処理の流れ，フィルタリング結果のコンソール上で表したものについては，次ページ 4.1

に記載する．
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4.1 フィルタリング

DB

コンテンツ閲覧者

ユーザID入力

ユーザID

年齢(生年月日)

性別

出身地

現住所

趣味1

趣味3

不得意分野1

不得意分野2

不得意分野3

休暇日

家族構成

趣味2

コンテンツ登録者ID

コンテンツID

ホームページのアドレス(URL)

コンテンツプロファイル カテゴリプロファイル コンテンツプロファイル

コンテンツカテゴリ名

コンテンツカテゴリID

タイトル

情報内容

予想検索キーワード

コンテンツ内容の関連地域

コンテンツ対称年齢

コンテンツアクセス履歴

コンテンツ評価
ユーザ自身の
コンテンツアクセス履歴

コンテンツカテゴリID

コンテンツカテゴリ名

更新日

更新日

登録日

コンテンツ登録者名

図 4.1 プログラム構成
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4.1 フィルタリング

フィルタリングされた結果をコンソール上で表すと以下のようになる．

[mashiro@lupus jdbc]$ java filtering jdbc:postgresql://localhost:5432/kojin postgres ""

学籍番号を入力してください。

1010446

趣味：音楽

タイトル | 情報内容 | アドレス

-----------------------------------------------------------------------------------------

トラットリア | 渋谷系音楽 | http://www2.eccosys.co.jp/~kawakazu/new/index.html

ギョガンレンズ | ガレージ |

54NUDEHO

– 15 –



第 5章

実験環境の構築

5.1 実験環境における機能概要

初期段階の実験環境を構築するにあたり，ユーザ管理機能，コンテンツ管理機能，フィル

タリング機能，コンテンツ検索機能，ランキング機能，要求受付機能，画面表示機能の機能，

DBアクセス機能に分けることにした．

• ユーザ管理機能である
各コンテンツ閲覧者と各コンテンツ登録者のシステムに対する情報入力機能である．

• コンテンツ管理機能
コンテンツの登録，情報取得や情報削除の機能ができる．

• フィルタリング機能
ユーザ管理機能とコンテンツ管理機能に蓄積されている情報内容を基に，コンテンツ閲

覧者とコンテンツ登録者への情報提供を行う機関である．

• コンテンツ検索機能
通常の検索キーからのコンテンツ取得のできる機能である．

• ランキング機能
各ユーザのコンテンツへのアクセス履歴を基に，コンテンツカテゴリごとに分けアクセ

ス頻度の高い順に並び変える．

• 要求受付機能
コンテンツ検索，ランキング表示要求の受付を行う機関である．
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5.1 実験環境における機能概要

• 画面表示機能
フィルタリングされたコンテンツの一覧を表示，検索画面，検索結果，ランキング表示

を各ユーザに表示する機関である．

• DBアクセス機能

ユーザ管理，コンテンツ管理，フィルタリング，コンテンツ検索，ランキングのそれぞ

れのデータを蓄積，更新をする機関である．

それぞれの機能の構成図は，図 実験環境??に示す．
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5.1 実験環境における機能概要

DB

フィルタリング
サーバ

1  ユーザ管理機能
1.1  ユーザ登録機能
1.2  ユーザ情報取得機能
1.3  ユーザ情報削除機能

2  コンテンツ管理機能
2.1 コンテンツ登録機能
2.2 コンテンツ情報取得機能
2.3 コンテンツ情報削除機能

3  フィルタリング機能
3.1 コンテンツ判別機能

4 コンテンツ検索機能
4.1 コンテンツ検索機能

5 ランキング機能
5.1 ランキングポイント管理機能
5.2 ランキング集計機能

8 DBアクセス機能
8.1 DB管理機能

6 要求受付機能
6.3 コンテンツ検索受付機能
6.4 ランキング表示要求受付機能

7 画面表示機能
7.3 フィルタリングされた
    コンテンツの一覧表示機能
7.4 検索画面表示機能
7.5 検索結果表示機能
7.6 ランキング表示機能

管理者

6 要求受付機能
6.1 ユーザ登録画面表示機能
6.2 コンテンツ登録画面表示機能

7 画面表示機能
7.1 ユーザ登録受付機能
7.2 コンテンツ登録受付機能

( コンテンツ登録者 )
(コンテンツ閲覧者)

図 5.1 実験環境
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5.2 実験環境の構築

5.2 実験環境の構築

実験環境を構築する上で，プロファイルをデータベースに蓄積するために，Postgresql7.0.2

を使用し，フィルタリングとユーザインタフェースの実装には，Java1.2.2 を採用した．ま

た，DB と Java1.2.2 を結ぶインタフェースは，JDBC を使うことにした．この節では，

Postgresql7.0.2，Java1.2.2，JDBCの概要とその有用性について述べる．

5.2.1 Postgresql

Poatgresqlは，カリフォルニア大学バークレー校 (UCB)で開発された研究用データベー

ス管理システム「postgres」から発展した完全フリー，オープンソースのデータベース管理

システムである．Postgresql7.0.2は，移植性が高く，大部分の UNIXプラットフォームで

動かすことのできるデータベースである．商用目的も含めて無償で利用でき，完全なソース

コードが公開されている．データベース用の標準言語である SQLをサポートし，C言語を

はじめ C++,Java,Perl,Tcl/Tk,Phthonなどの多彩なプログラミングインタフェースに利用

できる．

Postgresを使用した理由は，フリーソフトウェアであり，ドキュメントが揃っているとい

う点で採用した．

5.2.2 Java2

Java2とは，Java Development Kit 1.2 (JDK1.2)のことである．

Java言語の主な特徴は，以下の通りである．

• オブジェクト指向プログラミング言語
• 複数の仕事を同時に行うマルチスレッド処理が可能な言語

Javaを使用した理由としては，開発するにあたり，クラスライブラリが豊富な点とドキュ

メントが揃っているので開発が用意であることから，利用した．
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5.2 実験環境の構築

5.2.3 JDBC

JDBC は，Javaで書かれたアプリケーションやアプレットがリレーショナルデータベー

ス※にアクセスできるように用意された Javaクラスの集まりである．

JDBCには,２つのインタフェースが組み込まれている．

1. JDBC 　 API(アプリケーションインタフェース) 2. JDBC 　ドライバ今回, 作成し

たサーバのコンソール上から起動する Javaアプリケーションは, JDBC APIを使用してい

る. もうひとつの,Javaアプレットは,Postgresに用意されている JDBC ドライバを使用し

ている.

Postgresに付属する JDBCドライバは,「ダイレクトドライバ」と呼ばれるもので,JAVA

だけで記述されており,しかも ODBC などに頼らず直接データベースに接続できるタイプ

である JDBCの構成図については，5.2に示す.

図 5.2 JDBC

今回使用したタイプの利点は，nativeメソッドを含まないこと. によって, アプレットか

ら利用が可能になる。プラットフォームを選ばず可搬性が高いことがあげられる. 欠点とし

ては,クラスライブラリが大きくなりがちなことである.

アプレットからも,利用可能であるため,今後WEB上で実験を行うことを考慮ている.
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第 6章

静的プロファイル項目への登録

6.1 静的プロファイル項目の登録

ここでは，静的ユーザプロファイルと静的コンテンツプロファイルへの登録機能について

説明する．

登録機能は，フィルタリングを行う際の値になるものである．
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6.1 静的プロファイル項目の登録

6.1.1 静的ユーザプロファイル

静的ユーザプロファイル登録処理の流れを 6.1で示す．

DB

コンテンツ閲覧者

ユーザID

年齢(生年月日)

性別

出身地

現住所

趣味1

趣味3

不得意分野1

不得意分野2

不得意分野3

休暇日

家族構成

趣味2

 ユーザ プロファイル

ユーザ自身の
コンテンツアクセス履歴

図 6.1 静的ユーザプロファイル登録処理の流れ
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6.1 静的プロファイル項目の登録

6.1.2 静的コンテンツプロファイル

静的コンテンツプロファイル登録処理の流れを??で示す．

DB

 

登録者ID入力

コンテンツ登録者ID

コンテンツID

ホームページのアドレス(URL)

コンテンツプロファイル

コンテンツカテゴリ名

コンテンツカテゴリID

タイトル

情報内容

予想検索キーワード

コンテンツ内容の関連地域

コンテンツ対称年齢

コンテンツアクセス履歴

コンテンツ評価

更新日

登録日

コンテンツ登録者名

 

コンテンツ閲覧者

図 6.2 静的コンテンツプロファイル登録処理の流れ
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第 7章

まとめと今後の展望

本研究では，様々な状況に適応できるフィルタリング技術を提案し，実験環境を構築を

行った．今後，動的プロファイルの蓄積，更新方法を利用するフィルタリングアルゴリズム

について検討する必要がある．

さらに，各ユーザ，各コンテンツ項目のシステムにおける有効性を検証しなければならな

い．そのために，ユーザとコンテンツ間のフィルタリング実験を繰り返すことで各プロファ

イル項目の相関を調べ，ユーザに対して的確なコンテンツ選別のできる方式を考察しなけれ

ばならない．また，その他の問題点として，コンテンツはこのシステムにコンテンツ作成者

が登録する形態を取っていることから，コンテンツの自動認識化と自動プロファイル項目の

登録などの検討も行わなければならない．

7.1 動的プロファイルの蓄積，更新方法

今後フィルタリングを行う際に，動的プロファイル無い．このシステムの威力を発揮する

ことができない．

現在，考えられる動的プロファイル蓄積は，ユーザがコンテンツにアクセスするときに蓄

積するようにする．一つのコンテンツに多数のユーザが，アクセスするとしよう．そのコン

テンツにアクセスするユーザのプロファイル項目の一部をコンテンツプロファイル側で，蓄

積する．このことにより，蓄積したプロファイル項目の分析が行える．例えば，コンテンツ

のユーザアクセス傾向を導き出し，プロファイル項目の似たユーザが，システムを利用する

場合に対象するユーザに，そのコンテンツを配信をすることも可能である．
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7.2 初期設定プロファイルの検討

動的プロファイル蓄積項目と蓄積方法の図は 7.1で示す．

コンテンツ プロファイル

ユーザ
プロファイル.b

ユーザ
プロファイル.a

ユーザ
プロファイル.c

ユーザ
プロファイル.d

 

コンテンツ
プロファイリング結果に
アクセスすると

ユーザID  ：○○○○○○
ユーザ 名 ： ◇◇◇◇◇◇
タイトル |  情報内容 | アドレス
-----------------------
 Linux         Linux 入門
Linux         Linux 設定 
    ．                 ．              ．
    ．                 ．              ．
    ．                 ．              ．
    ．                 ．              ．
    ．                 ．              ．

コンテンツ登録者ID

コンテンツID

ホームページのアドレス(URL)

コンテンツカテゴリ名

コンテンツカテゴリID

タイトル

情報内容

予想検索キーワード

コンテンツ内容の関連地域

コンテンツ対称年齢

コンテンツアクセス履歴

コンテンツ評価

更新日

登録日

コンテンツ登録者名

アクセス年齢層

性別

出身地

現住所

趣味傾向  

不得意分野

 動的コンテンツプロファイル

図 7.1 動的プロファイルの蓄積例

7.2 初期設定プロファイルの検討

絶対処理を行い関係がありそうな項目間のフィルタリング結果を基に，有用な項目と不要

な項目について実証実験より明らかにしなければならない．また，その結果を利用したフィ

ルタリングも開発しなければならない．

7.3 フィルタリングアルゴリズムの改良

今後，動的プロファイルを使ったフィルタリングを繰り返すことによって，プロファイル

項目の変更なども予想される，このことによって必然的にフィルタリングアルゴリズムの改

良も行わなければならない．
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7.4 付加機能

7.4 付加機能

本検討の実現にあたり，従来技術で述べた情報検索システムやブックマークエージェント

も付加機能として搭載する必要性も考えられる．また，コンテンツのカテゴリごとによっ

て，アクセスの頻度の高いコンテンツを紹介するランキング機能についても検討しなければ

ならない．ランキング表示は，一週間ごともしくは，一月ごとの表示にする可能性もある．

また，ランキング上位のコンテンツを分析し，人気のあるコンテンツの型をコンテンツ登

録者に配信し，よりよいコンテンツの作成を促せたい．
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付録A

A.1 静的フィルタリングプログラムソース

import java.io.*;

import java.sql.*;

public class filtering {

public static void main (String [] arg) throws

ClassNotFoundException, SQLException, IOException

{

Connection conn = null ;

Statement st = null ;

ResultSet rs1 = null ;

ResultSet rs2 = null ;

ResultSet rs3 = null ;

String url = arg[0];

String usr = arg[1];

String pwd = arg[2];

// データベースへの接続

try{

Class.forName("org.postgresql.Driver");

} catch (ClassNotFoundException ex) {

System.err.println("ERROR: Could not find the specified JDBC Dribver");

ex.printStackTrace();

System.exit(1);

}

try {

conn = DriverManager.getConnection (url,usr,pwd);

}catch (SQLException ex) {
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System.err.println("ERROR:Could not open DB connection.");

ex.printStackTrace();

System.exit(1);

}

/**************************************************************************/

// kojin/usertable への検索，実行と結果の受取り

/**************************************************************************/

try {

st = conn.createStatement();

// ユーザ IDの入力

System.out.println(); // 改行

System.out.println("学籍番号を入力してください。");

System.out.println(); // 改行

BufferedReader br = new BufferedReader(new InputStreamReader(System.in));

String inputuserid = br.readLine(); //キーボードから入力した

文 字 列 を

str1に読み込み

int num = Integer.parseInt(inputuserid); //文字列を変換して int 型の変数に読み込

み

rs1 = st.executeQuery("select userid,hobbyid,username from

usertable where userid = "+ inputuserid +" ");

}catch(SQLException ex) {

System.err.println("ERROR: Could not excute the specified SQL statement.");

ex.printStackTrace();

System.exit(1);

}

// usertable検索の受取りを表示

try {

int userid,hobbyid;

String username;

// userid,hobbyid,username の表示

System.out.println(); // 改行
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while(rs1.next()) {

userid = rs1.getInt("userid");

hobbyid = rs1.getInt("hobbyid");

username = rs1.getString("username");

System.out.println("ID number = "+ userid);

System.out.println("NAME = " +username);

System.out.println(); // 改行

}

} catch (SQLException ex) {

System.err.println("ERROR: Could not get result value.");

ex.printStackTrace();

System.exit(1);

}

/**************************************************************************/

// kojin/hobbyid への接続

/**************************************************************************/

/**************************************************************************/

// usertableの hobbyidを hobbytable に接続するために読み込む

/**************************************************************************/

//kojin=# select * from hobbytable;

// hobbyid | hobbyname | update

//---------+-----------+------------

// 1 | 音楽 | 2001-01-17

// kojin/hobbytable の結果出力

String hid1 ;

hid1 = rs1.getString("hobbyid");

int num1 = Integer.parseInt(hid1); //文字列を変換して int型の変数に読み込み

// hobbytable への検索,実行と結果の受取り

try {

st = conn.createStatement();
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rs2 = st.executeQuery("select * from hobbytable where hobbyid = "+ hid1 +" ");

}catch(SQLException ex) {

System.err.println("ERROR: Could not excute the specified SqL statement.");

ex.printStackTrace();

System.exit(1);

}

try {

int hobbyid;

String hobbyname;

// hobbyid,hobbyname,update の表示

System.out.println(); // 改行

while(rs2.next()) {

hobbyid = rs2.getInt("hobbyid");

hobbyname = rs2.getString("hobbyname");

System.out.println( hobbyid + " : " +

hobbyname);

}

System.out.println(); // 改行

} catch (SQLException ex) {

System.err.println("ERROR: Could not get result value.");

ex.printStackTrace();

System.exit(1);

}

/**************************************************************************/

// usertableの hobbyidを contentstable に接続するために読み込む

/**************************************************************************/

String hid2 ;

hid2 = rs1.getString("hobbyid");

int num2 = Integer.parseInt(hid2); //文字列を変換して int型の変数に読み込み

// contentstable への検索,実行と結果の受取り

try {

st = conn.createStatement();
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rs3 = st.executeQuery("select * from contentstable where hobbyid = "+ hid2 +" ");

}catch(SQLException ex) {

System.err.println("ERROR: Could not excute the specified SqL statement.");

ex.printStackTrace();

System.exit(1);

}

// kojin/contentstable の結果出力

try {

int hobbyid,contentsid;

String title,comment;

String address;

// contentsid,hobbyid,title,comment,filename,regdate,update,reguser の表示

System.out.println(); // 改行

while(rs3.next()) {

contentsid = rs3.getInt("contentsid");

title = rs3.getString("title");

comment = rs3.getString("comment");

address = rs3.getString("URL");

System.out.println( contentsid + " : " +

title + " : " +

comment + " : " +

address);

System.out.println(); // 改行

}

System.out.println(); // 改行

} catch (SQLException ex) {

System.err.println("ERROR: Could not get result value.");

ex.printStackTrace();

System.exit(1);

}
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}

}
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